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エコ フィーバーラック サンデングシーラー 

（環境対応 湿気硬化型ポリウレタン塗料） 

 

   本品は 1液湿気硬化型ポリウレタン塗料で 巾木、階段、床等、住宅内装木部の下塗り 

塗装に最適です。速乾性でありますので、現場塗装用に使用した場合、作業時間の短縮に 

つながります。キシレン、トルエン、ホルムアルデヒドは一切使用していない環境対応型 

の塗料です。    

 

  § 特 長  

  ・環境対応型で ﾄﾙｴﾝ､ｷｼﾚﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを一切使用していません。 

    ・１液型で作業が簡単です。 

・耐薬品性、耐水性等優れた塗膜性能をもっています。 

・研磨性が良く、肉持ちのある仕上がりとなります。 

・乾燥が早く、作業時間の短縮が可能です。 

           

 § ホルムアルデヒド放散等級  F☆☆☆☆（日本塗料工業会登録 W01371） 
F☆☆☆☆は建築基準法における屋内に面積の制限なく使用できる 

建築材料を示す規格です。 

   

§ 塗料性状 

       粘  度；   １９秒±２秒      （ﾌｫｰﾄﾞｶｯﾌﾟ №４ /２５℃） 

        不揮発分；     ４０％    （計算値）  

     

  § 使用方法 

本品は１液型ですので、適量のウレタンシンナーで希釈するだけでご使用できます。 

尚、湿気硬化型塗料ですので、空気中の湿気と敏感に反応してゲル化を起す場合 

があります。使用後の缶の密封は必ず行ってください。 

 

  【調 合 比】 

           エコ フィーバーラック サンデングシーラー       １００ 

           エコタイプウレタンシンナー                  ５～１５ 

 

  【乾 燥 性】      (5mil ドクターブレード   １７℃/５０％) 

               指触乾燥 ；         ３５分     

               指圧乾燥 ；         ７０分 

              

  【研磨可能時間】 （ポリ板に塗布、Ｐ３２０ペーパーにて研磨）      

           約２時間    （２５℃／６０％） 



§ 塗装工程（例） 

 

住宅内装木部塗装例                            

工 程 使 用 塗 料 塗布量(ml/㎡) 乾燥条件 

1.素地調整 Ｐ１５０サンドペーパーにてキズ、汚れを除去。 

2.下塗り 
ｴｺ ﾌｨｰﾊﾞｰﾗｯｸ ｻﾝﾃﾞﾝｸﾞｼｰﾗｰ      １００ 

ｴｺﾀｲﾌﾟｳﾚﾀﾝｼﾝﾅｰ             １０ 
８０～１００ 

２～３時間 

（２０℃） 

3.研磨及び除塵 
Ｐ３２０サンドペーパーによる木のケバ立ちを取り除く為の 

入念な研磨作業。研磨粉の除塵。 

4.上塗り 
ｴ ｺﾌｨｰﾊﾞｰﾗｯｸ ﾂﾔ有又は、ﾂﾔ消 １００ 

ｴｺﾀｲﾌﾟｳﾚﾀﾝｼﾝﾅｰ               １０ 
７０～８０ 

３～５時間 

（２０℃） 

※ 条件によって塗布量や乾燥時間は変わりますので目安として下さい。 

※ シンナー希釈量は目安ですので、用途に応じて変更してください。 

  ただし、希釈しすぎると塗膜の肉持ちが落ちますのでご注意下さい。 

尚、着色する場合はｱｸﾚｯｸｽ№3000ﾎﾟｱｰｽﾃｲﾝをご使用ください。その際には、充分に乾燥 

させてから次工程に移ってください。又、サンデングシーラーで塗装を終えず、上塗り塗料 

を塗装して下さい。 

 

§ 注意事項 § 

１． 本品は空気中の湿気と敏感に反応してゲル化を起こす場合があります。 

従って１度開缶後は、できるだけ塗料を使い切るようにしてください。 

もし、使い残りがあった場合は、小さな缶等に移し替え、空気との接触 

を極力避けて下さい。 

      （元の缶に戻すと 缶の中でゲル化が起きやすいのでやめてください。） 

２． 塗料の希釈は必ずウレタンシンナーをご使用下さい。 

（ポリウレックスエコ№9350 シンナー等） 

３． 漂白の後処理が不充分な素材への塗装は、塗膜が変色しますのでご注意下さい。 

４． 研磨工程後の研磨粉除去は丁寧に行い、すみやかに塗装工程に移ってください。 

５． 油変性１液型ウレタン塗料との組み合わせ工程はできませんのでご注意下さい。 

６． １回での極端な厚塗りは、発泡やブラッシングの原因となる事がありますので 

ご注意下さい。 

７． 作業中や、養生の際は換気を良くして下さい。 

 

※更に詳細な内容が必要な場合には、安全データシート（ＳＤＳ）をご参照下さい。  

 


